
水防災意識再構築ビジョンの取組効果【荒川上流河川事務所】  

 

 

○ 川越市では、避難勧告発令に着目したタイムラインを策定し、予め危険箇所を事務所と市で共同点検。 
○ 平成28年８月22日の台風９号による出水時には、氾濫危険水位の設定箇所を監視するとともに、浸水想定区

域図を提供しながら事務所長から市長へのホットラインによる情報伝達を実施。 
○ 川越市による避難勧告が発令、住民１９人が一時避難。 
○ 水防災再構築ビジョンの取り組みとして、減災対策協議会において取組方針等の議論を深めていたことにより、

円滑な避難勧告の発令・避難行動に繋がった。 

×：危険水位設定箇所 
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出水時は危険水位の設定箇所を 
簡易水位計およびＣＣＴＶカメラで 
監視。 

浸水想定区域図を提供 

14：14 

事務所長より川越市長へホットライン。
避難判断水位を超過し氾濫危険水位に
到達のおそれがある旨を伝達。 
併せて、市担当者へ浸水想定区域図を
提供し、浸水の恐れのある範囲を説明。 

川越市タイムライン 

避難勧告発令に着
目し、河川の水位に
基づいて、関係者
がとるべき行動を、
予めタイムライン形
式に整理。 

荒川上流河川事務所 住民等川越市気象・水象情報

水防団待機水位到達
各水位観測所参照

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
各水位観測所参照

監視体制

避難判断水位到達
各水位観測所参照

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
各水位観測所参照

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

警戒体制第一配備

警戒体制第二配備

非常体制第一配備

○ホットライン

避難勧告（地区指
定）

避難準備情報（地区指
定）

○１時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○１０分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所の選定と開設を検討

避難指示（地区指
定）

避難完了

要配慮者避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見
（以後随時）

氾濫発生

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備情報の発
令の検討

○ホットライン 助言の要請（河川事務所）

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○台風情報
-72h
（3日前）

-48h
（2日前）

-24h
（1日前）

-18h

-12h

-0h

○大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-3h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール、Ｌアラート
等による避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○監視カメラによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作
○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○ヘリコプター等による被害状況の把握
○ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○各所属にて準備体制

○自衛隊の派遣要請

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

○防災グッズの準備
○自宅保全

○台風に関する埼玉県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

○ホットライン（熊谷気象台）

危険回避行動

○漏水・侵食情報提供

-6h

○防災無線、携帯メール、Ｌアラート
等による避難指示・避難勧告の受信

○ホットライン 助言の要請（熊谷気象台）

非常体制第二配備

○堤防決壊等の市民周知

○堤防決壊情報提供 ○堤防決壊情報提供

○要配慮者施設に洪水予報伝達

○要配慮者施設洪水予報伝達

○要配慮者施設に洪水予報伝達

レ
ベ
ル
１

○防災危機管理室、建設部、上下水道局による体制
○災害対応部長会議開催

レ
ベ
ル
２
（
注
意
）

○出水時点検（巡視）

○ホットライン 助言の要請（熊谷気象台）
○リエゾンの派遣要請の検討

レ
ベ
ル
３
（
警
戒
）

○荒川上流河川事務所から本部班に受電

○熊谷気象台から本部班に受電

レ
ベ
ル
４
（
危
険
）

○災害対策本部の設置

○ホットライン（熊谷気象台） ○熊谷気象台から本部班に受電

○大雨特別警報に関する気象
庁記者会見
○緊急速報メールの配信 ○ホットライン ○荒川上流河川事務所から本部班に受電
※台風の上陸

レ
ベ
ル
５

●Ｊ－ＡＬＥＲＴ自動起動

○大雨特別警報の市民周知

○水防団の退避

堤防天端水位到達の恐れ

○堤防決壊等の市民周知

○支援要請

洪水予報（氾濫危険情報）

最終的な危険回避行動

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域の把握

※ホットラインによる助言の要請はタイムラインに示されたタイミングだけではありません。

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）
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出水期に向けて、小
畔川の危険水位の
設定箇所を、川越市
と荒川上流河川事務
所で共同点検。 

共同点検の様子 

監視箇所の画像 

15：00 川越市により小畔川の沿川の地区※に避難勧告を発
令。住民１９人が近隣の避難所へ避難。 ※対象人数：約86,000人 

平成28年８月22日の 

台風９号による出水時は、 

小畔川が避難判断水位を 

超過し、一時、氾濫危険 

水位に迫る水位となった。 

小畔川・八幡橋地点の水位 

避難判断水位

氾濫危険水位
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8/22 6:00 8/22 12:00 8/22 18:00 8/23 0:00

8月22日14:14 
ホットライン（事務所） 

8月22日15:00 
避難勧告発令（川越市） 


